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特別研究 A
前期・必修・４単位

Seminar A

担当教員　修士課程各指導教員

授業の概要
　２年間を通じて指導教員の指導の下に、自らが設定した特定課題
について研究を行い、修士論文（作品）をまとめるための第１ス
テップとなる。自らが取り組む課題の研究あるいは作品制作に必要
な調査、実験、見学、試作、習作などを、指導教員の指導の下に課
題に応じて行う。授業はゼミナール形式で行われ、研究成果を発表
し、意見交換と指導教員からの助言を受けながら進める。必要な学
修をもって所定の単位とする。

特別研究 B
後期・必修・４単位

Seminar B

担当教員　修士課程各指導教員

授業の概要
　２年間を通じて指導教員の指導の下に、自らが設定した特定課題
について研究を行い、修士論文（作品）をまとめるための第２ス
テップとなる。自らが取り組む課題に関して、さらに踏み込んだ調
査、実験、試作、習作あるいは実制作などを、指導教員の指導の下
に課題に応じて行う。「研究発表会」においてその成果を展示公開
し、口頭発表を行い、大学院担当教員からの助言を受ける。授業は
ゼミナール形式で行われ、必要な学修をもって所定の単位とする。

特別研究 C
前期・必修・４単位

Seminar C

担当教員　修士課程各指導教員

授業の概要
　２年間を通じて指導教員の下に、自らが設定した特定課題につい
て研究あるいは作品制作の第３ステップとなる。自らが取り組む課
題に関して、修士論文（作品）をまとめるために、これまでの成果
を整理し、検証や考察を加え、さらに進めた調査や、設計、モデル
制作、シミュレーション、あるいは実制作を指導教員の指導の下に
課題に応じて行う。「研究科発表会」においてこれまでの成果を口
頭発表する。授業はゼミナール形式で行われ、必要な学修等をもっ
て所定の単位とする。

特別研究 D
後期・必修・４単位

Seminar D

担当教員　修士課程各指導教員

授業の概要
　特別研究Ｄは、２年間の集大成として修士の研究としてまとめ上
げる最終ステップであり、２年後期に履修する。「研究科発表会」
は修士の研究（作品）の完成前の確認を行うもので、大学院担当教
員からの助言と指導教員の指導を受け、修士研究の最終成果として
論文・作品制作をまとめ上げる。
　なお一級建築士実務経験資格の認定を希望する者の「特別研究
Ｄ」においては実践的テーマを設定した建築修士設計を行うものと
する。修士課程の成果として、実際の社会や現代建築の問題を意識
した実務設計に即した課題に取り組む。
評価方法
　中間講評会と修士研究最終発表会において作品審査および口頭発
表を行う。その上で、原則として卒業研究展覧会「カオス」（学外
展覧会）にて公開することとする。
評価は指導教員である主査の他に、副査２名の計３名による審査会
により行われる。

特別研究 E
通年・必修・６単位

Seminar E

担当教員　博士後期課程各指導教員

到達目標（目的含む）
　研究の理念、目的、先行研究の理解、研究の組み立て、研究方法、
分析や考察、結果のまとめや今後の課題の整理、さらに発表や論文
などの研究のプロセスを修得する。
授業の概要
　博士後期課程における各自の研究内容に対応して研究指導教員が
研究指導を行う科目である。特別研究Ｅでは、研究の方針や研究方
法を明らかにし、既往研究の確認、予備調査、関連資料の作成、学
会発表などを行う。成果については、大学院博士後期課程の研究指
導及び教育担当教員全員による中間発表を行い、担当教員以外から
の指導も受け、研究を充実させる。

特別研究 F
通年・必修・６単位

Seminar F

担当教員　博士後期課程各指導教員

到達目標（目的含む）
　研究の理念、目的、先行研究の理解、研究の組み立て、研究方法、
分析や考察、結果のまとめや今後の課題の整理、さらに発表や論文
などの研究のプロセスを修得する。
授業の概要
　博士後期課程における各自の研究内容に対応して研究指導教員が
研究指導を行う科目である。特別研究Ｆでは、研究の方針や研究方
法を明らかにし、既往研究の確認、予備調査、関連資料の作成、学
会発表などを行う。成果については、大学院博士後期課程の研究指
導及び教育担当教員全員による中間発表を行い、担当教員以外から
の指導も受け、研究を充実させる。
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